












博士(歯学) 学位記番号 歯博第 610 号
学位授与年月日 : 平成 24 年 3 月 27 日 学位授与の要件 : 学位規則第 4 条第 1 項該当
研究科・専攻 :東北大学大学院歯学研究科(博士課程) 歯科学専攻
学位論文題目 :介護予防「口腔機能の向上，栄養改善，運動器の機能向上」複合プログラムの







【方法】 2009 年 4 月"" 2010 年 12 月に全国の市町村地域包括支援センター 12 施設で調査を実施し
た。各地域包括支援センタ一周辺に居住する参加意向のある高齢者を無作為に選定し，介入群 (783 名)
と非介入群 (782 名)を無作為に分け，介入群は口腔・栄養・運動の 3 つの複合型プログラムを 3 ヶ
月間実施し，非介入群は 3 ヶ月間待機した。調査項目は，基本属性項目[身長，体重， BMI]，口腔機
能に関する項目[口腔機能状況， RSST, GOHAI] ，栄養に関する項目[食事摂取量，栄養改善達成度] , 
運動動器の機能に関する項目[握力，開眼片足立ち， TUG] ，その他の項目[高次生活機能， WHO司5 ，
行動変容のステージ]とした。解析は， 3 ヶ月後の変化量を従属変数，ベースライン時に群問差のあっ
た項目 (BMI，参加率)を共変量として，共分散分析を行った。
【結果】口腔機能に関する RSST， GOHAI では 非介入群に比べ介入群は有意な改善がみられた (p
く 0.05) 。栄養に関する項目[食事摂取量，栄養改善達成度] ，その他の項目 [WHO-5，行動変容のステー














した。 2009 年 4 月"'-' 2010 年 12 月に全国の市町村地域包括支援センター 12 施設で調査が実施され，
各地域包括支援センタ一周辺に居住する参加意向のある高齢者を無作為に選定し，介入群 (783 名)
と非介入群 (782 名)を無作為に分け 介入群は口腔・栄養・運動の 3 つの複合型プログラムを 3 ヶ
月間実施し，非介入群は 3 ヶ月間待機した。調査項目は，基本属性項目(身長，体重， BMI)，口腔機
能に関する項目(口腔機能状況， RSST, GOHAI) ，栄養に関する項目(食事摂取量，栄養改善達成度) , 
運動動器の機能に関する項目(握力，開眼片足立ち， TUG) ，その他の項目(高次生活機能， WHO曲5，
行動変容のステージ)とした。解析は 3 ヶ月後の変化量を従属変数，ベースライン時に群間差のあっ
た項目 (BMI，参加率)を共変量として，共分散分析を行った。その結果，口腔機能に関する RSST，
GOHAI では，非介入群に比べ介入群は有意な改善がみられた (p く 0.05)。栄養に関する項目[食事
摂取量，栄養改善達成度J ，その他の項目 (WHO-5，行動変容のステージ)でも，非介入群に比べ介入
群は有意な改善がみられた (p く 0.05) 。運動に関する項目[握力，開眼片足立ち， TUGJ ，その他の
項目[高次生活機能]は，ベースライン時より改善がみられたものの，有意ではなかった。 RCT によ
り高齢者に対し実施した口腔・栄養・運動を組み合わせた複合型プログラムで， 口腔機能，栄養摂取，
行動や意欲などの維持改善が認められ，複合型プログラムの有効性を示唆した。以上示した通り，野
口有紀君の研究は，介護予防の分野で複合型プログラムの有効性をエビデンスレベルの高い RCT で明
らかにしたことは，高齢者の介護予防に大きく貢献するものと考えられた。従って，当審査委員会は
博士(歯学)を授与するに相応しい業績と判定した。
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